
柱：900mm×900mm

長手方向梁
：450mm×900mm

短手方向梁
：400mm×750mm

N

▼

サービス入口

診察

診察

診察

診察 診察

診察

診察

診察 診察

診察

診察

診察 診察

診察

診察

診察

診察 診察 診察 診察

処置処置処置処置

厨房
（既存利用）

EV EV

EVホール

バス
乗り場

カフェ
レストラン

供給事務

メイン
エントランス
▼

廃処理

医事会計
医療連携

PFM

薬剤
（2期工事期間中

託児所として利用）

WC

霊柩口

中央倉庫

霊安

防災
センター
守衛

搬入口

前室

剖検

準備

1F：中央監視室
　　マニホールド
    衛生機械室　 
BF：主機械室    
　　空調機械室　
　　電気機械室　

WC会計

受付

救急処置

救急
処置

救急病棟(10床）

救急
EV

リネン

売店

Exp.J

外来待合ホール

会計
待合

受付
待合

既存病院
解体中玄関

倉庫

WC

処置

救急
診察

14

▼

EV

EV

EV

EV

EV

メンテナンス
入口

▼

薬剤搬入口
▼

EV

情報ラウンジ

外来案内

霊安

タクシー
乗り場

スタッフ入口
夜間入口

園庭

託児所
1F:保育室

B1F：遊戯室
（2期工事終了後整備）

搬入動線及び工事動線

1Fレベルからアクセス

緊急車輌
入口

歩行者動線 一般車輌動線

歩行者動線敷地内駐車台数
160台

将来増築可能範囲

2階の空中通路によって
ちばなクリニックと接続

1階のちばなクリニック
との接続

緊急車輌動線

解体工事中解体工事中解体工事中解体工事中エントランスエントランスエントランスエントランス
既存の解体工事期間　　
中、新設建物の東側を　
メインエントランス及　
びちばなクリニックと　
の連絡口とし、ちばな　
クリニックとの動線を　
短縮させることで、安　
全な通行をはかります。

外来部外来部外来部外来部
・一診療科に特化した外来とせずに
　処置室を大きなワンルームとし、
　将来の診療科に変更などに対応し
　た、どの診療科にも使用する事が
　できるフレキシブルな外来としま
　す。

一般患者用
低層部（1-4階）

入院患者用
5-8階病棟用

スタッフ+患者用EV

EV

EV

サービス動線

一般動線

搬送用EV

救急センターとして
増築可能余地

新病院とちばなクリ
ニックとは1階と2階
とで接続されます

救急
入口

WC

救急

既存病院解体中玄関

解剖室

更衣室

倉庫既存東棟
仮囲い

さまざまな要求を限られた予算の中で実現する中頭病院新病院整備計画のコンセプトを
わたくしたちは「リーズナブルホスピタル」（道理にかなっている）としました。

■■■■リーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタル１１１１：：：：合理的合理的合理的合理的なななな建替建替建替建替プロセスプロセスプロセスプロセス
・新館をほぼ２段階で整備することで工期を短縮し、工期中の病院運営ストレス軽減と
　ローコスト化をはかります（解体工事も可能な限り集約します）。
・第三期の休館解体は東棟から行い、救急車寄せを先行整備し暫定的新館玄関とします。
・主要構造体（柱・梁・床版など）をプレキャスト化することで工期短縮をはかります。

■■■■リースナブルホスピタルリースナブルホスピタルリースナブルホスピタルリースナブルホスピタル２２２２：：：：合理的合理的合理的合理的なななな敷地利用計画敷地利用計画敷地利用計画敷地利用計画
・新館を敷地南側に集約配置し現在の休館部分全体を駐車場兼将来増築エリアとします。

■■■■リースナブルホスピタルリースナブルホスピタルリースナブルホスピタルリースナブルホスピタル３３３３：：：：合理的合理的合理的合理的なななな施設計画施設計画施設計画施設計画
・新館はエキスパンションジョイントで結合される２棟の建築で構成します。
・８階建ての新棟にコンパクトな平面を活かして立体的かつ合理的に機能を配置します。
・先行整備するちばなクリニックとの接続棟は二つの地盤レベルに跨がって建設します。
・既存西棟は運営管理諸室とプライバシーが必要な透析機能（既存活用）を配置します。

■■■■リーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタル４４４４：：：：合理的合理的合理的合理的なななな建設計画建設計画建設計画建設計画
・構造は柱梁のみで成立するプレキャストプレス
　トレストコンクリートの純ラーメン構造とし、
　ロングスパン無柱空間が新築・増改築時の計画
　自由度を最大に担保します。
・沖縄特有の厳しい環境に対して高強度プレキャ
　ストコンクリートは耐候性・耐塩性に優れ、又、
　プレストレスの導入によりひび割れ幅を抑制し
　高い耐久性を確保します。
・杭基礎とし、上部構造の柱本数の抑制、最適な
　支持層の選定により、最も経済的な基礎計画と
　します。
・外壁は汎用ALCを既成600mmピッチで割り付け、
　階高に合わせて厚みを調整して、上下二辺支持
　による徹底的な合理化をはかります
　（1-4階125mm／5-8階100mm）。

■■■■リーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタル５５５５：：：：合理的合理的合理的合理的なななな環境計画環境計画環境計画環境計画
・１―４階は南面開口を最小化することにより室内への負荷低減をはかります。
・５―８階は南面に個室を配置し奥行の深いバルコニーにより直接日射を回避します。
・方位ごとに出寸法を変えた庇（＋部分的日射制御要素）により熱負荷を低減します。

 

＜構造図＞

＜＜＜＜１１１１期工事期工事期工事期工事　　　　接続棟建設接続棟建設接続棟建設接続棟建設＞＞＞＞

北側回廊北側回廊北側回廊北側回廊
　・第三期工事で最後に整備され
　　る主要な玄関空間で既存西棟
　　及び将来増築建物を結ぶモー
　　ルとなるよう想定していす。
　・新館と既存西棟との扇の要の
　　部分に防災センター・事務関
　　係諸室を集約しています。

サービスサービスサービスサービス動線動線動線動線
　・一般利用以外の車両動　
　　線は原則として敷地南側
　　で処理します。
　・ちばなクリニックとの接
　　続棟は二つのレベルに跨
　　がって建設され１階をト
　　ンネル状の車両動線とし
　　ています。

託児所託児所託児所託児所
　・託児所は工事期間中独立
　　性の高い西棟１階に移動
　　しその部分を工事ヤード
　　（鉄骨で構台整備）とし
　　ます。
　

＜＜＜＜構造構造構造構造モデルモデルモデルモデル＞＞＞＞

中頭病院中頭病院中頭病院中頭病院プロポーザルコンペプロポーザルコンペプロポーザルコンペプロポーザルコンペ

＜＜＜＜２２２２期工事期工事期工事期工事　　　　新棟建設新棟建設新棟建設新棟建設＞＞＞＞ ＜＜＜＜３３３３期工事期工事期工事期工事　　　　玄関玄関玄関玄関・・・・託児所建設託児所建設託児所建設託児所建設＞＞＞＞

■■■■リーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタル６６６６：：：：独立性独立性独立性独立性とととと連携性連携性連携性連携性とをとをとをとを両立両立両立両立したしたしたした救急部門救急部門救急部門救急部門
・一般駐車場動線から独立して救急車輌動線及び救急車輌専用車寄せ
　（将来救急機能拡張可能エリア）を整備しアクセス性を高めていま
　す。ドクターカーの活用なども検討していきます。
・外来部門を隣接させることにより柔軟な一体利用を可能にします。
・緊急時を想定し手術部門への専用EVを設置しています。

救急
・救急病棟(10床)

病棟(38床)

病棟(38床)

病棟(38床)

病棟(38床)

病棟(37床)

病棟(37床)

病棟(37床)

病棟(37床)

医局 リハビリ

ICU・HCU 手術

医事会計・防災センター
・供給・霊安

外来

機械

講堂
研修(改修)

厨房
(既存)

薬局
(改修)

事務
更衣(改修)

図書
会議(改修)

生理機能検査・放射線・アンギオ・リニアック内視鏡・臨床検査
・化学療法(30床)

透析(既存)

がんセンター

血液浄化

リハビリガーデン

1F

BF

RF

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

西棟(既存改修) 新棟(2期工事) 接続棟(1期工事) ちばなクリニック

ちばなクリニック
とのブリッジ
による連携確保

西棟との
連携確保

一般患者用

入院患者用

スタッフ+患者用

搬入用

救急用

既存棟

1-1

接続棟

1-2

1-3 既存棟

新棟
2-1

2-2

2-3

3-1
新棟

3-1

工事動線

工事ヤード確保

解体工事中玄関
4-1

4-1

駐車場及び
増築可能範囲

1-1.新病院建設・機能移転
1-2.既存棟解体
1-3.託児所移転・生理機能移転

2-1.新病院建設・機能移転
2-2.機能移転・西棟改修工事
2-3.既存棟解体

3-1.新病院建設・託児所建設
    外構整備
4-1.増築可能範囲

(様式2-1）

配置図兼配置図兼配置図兼配置図兼１１１１階平面図階平面図階平面図階平面図（（（（SSSS====1111////600600600600))))    救急部門救急部門救急部門救急部門とととと外来部門外来部門外来部門外来部門とをとをとをとを隣接配置隣接配置隣接配置隣接配置    
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面談室BR デイルーム

光を取り入れるヴォイド

WC SS

WC

器材

病棟全体に視線が通る
サービスステーション

外の光が内部へと届く

複数の踊り場でリハビリ
活動が行える

ナーシングスポット

視線と光が通る

SSに隣接したHCU

HCU

1B

4B

SS WC

面談

WC

1
5
9
0
0

4
5
0
0

1
5
9
0
0

2
4
5
0

1450 6300

1B SS

4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B

1B 1B 1B

1B 1B DR 浴室 浴室 面談 DR 1B 1B 1B

1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B 1B
患者見舞動線

スタッフ・
搬入動線

患者の居場所

患者の居場所
を病棟内に分
散配置し居場
所の選択性を
高めます。

増築時接続想定位置

南面には個室を配置し南側にテラスと水廻りを設け直射日射を回避します。

準備室

便所 便所

機械室
人工透析

ラウンジ

バルコニー
ＥＶホ－ル

PS

EPS
E.V E.V

PS

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ

UB UB UB UB 便所

便所

病　室

１　床

病　室

２　床
２２７ ２２６ ２２５ ２２３

医局(20)

看護部長室

看護部

ラウンジ

炭酸浴

手洗

診察室
14.5・

48.5・

52.2・

9.5・

8.7・ 8.7・

27・

37.5・
会議室

14.3・

36.4・

廊下

廊下　6.5・

56.5・

医局(20)

69・

366・

人工透析室

EV EV

EVホール

透析センター
（既存利用）

WC

WC

女子更衣

院長応接

男子更衣

会議

医局

宿直
仮眠

患者
図書室

リハビリ

看護事務室 WC

会議

情報
管理

中央病歴管理

リハビリ
ガーデン

リハビリ
スタッフ

ＥＶ

ＰＳ

EV EV

EVホール

スタッフ図書室

倉庫
（2期工事中、

託児所として利用）

WC

会議室

供給廊下

器材

器材

家族待合

OR OR OR

OR

供給廊下

リカバリ
麻酔科

WC

HCU 16床

面談面談 SS

器材

ICU 10床

倉庫

将来手術室として整備可能
（2期工事期間中リハビリ利用）

OR

更衣室

人工心肺
準備

中央滅菌洗浄

説明室

WC

WC

供給廊下

OROROR

OR OR OR

OR

NS

SS

倉庫

手術室

E.V

空調機械室

ＥＶホ－ル

P.S

便所便所

P.S

EPS
E.V

役員室

事務室

EV EV

EVホール

WC

臨床検査 放射線診断

生理機能検査

内視鏡検査

WC

患者
更衣室

採血室
輸血
管理室

倉庫

CT CTCT

MRIMRI

操作

PC
スタッフ

血管
造影室

操作室

スタッフ

心 心

エコーエコー

スタッフ

心

XTV 撮影撮影 撮影

暗室

保管

WC

血管
造影室

リニアック室 スタッフ

マシンハッチ

SS

待合

診察室

スタッフ
更衣室

スタッフ更衣室

スタッフ食堂
休憩

リニアック室

診察室

診察室

化学療法（30床）

アンギオ

リニアック

入院患者も利用できる図
書室を屋上庭園に面して
配置します。

ちばな
クリニック
との接続

あらゆる診療科の手術が行えるコ
ンバーティブルな手術室を採用し
作業効率をあげ、手術開始を早め
て、日帰り手術・早期退院に対応
できます。

Ｅ．Ｖ Ｅ．Ｖ

ＥＶホ－ル

ＰＳ

研修医室

EV EV

EVホール

WC

講堂
研修室

研修室

倉庫

リハビリ部門は室内空間+屋上庭園と
して整備していきます。

放射線部門の待
合ホールとして
利用可能な空間

1階の救急と
垂直動線で直
結します

救急動線

手術部門と隣接して　
ICU/HCUを配置してい
ます。

将来的に手術室として拡張させる
ことを可能とします。

増築時接続想定位置

外来検査手術等の病院機
能と病棟との中間階に医
局を配置します。

増築時接続想定位置 増築時接続想定位置

間接照明効果を
もたらす
上半分開口(窓)
下半分開口(扉）

寝ている時の
視線に配慮

ZZZ

看護の観点から
立った視線に配慮

車椅子の患者の
視線を考慮

夜間はブライン
ドにより廊下の
明かりをコント
ロール乳白ガラス

透明ガラス

＜個室群廊下側展開図＞

デイルームデイルームデイルームデイルーム

奥の深いバルコニーによる直接日射回避

車椅子の視線が通る

立った視線が通る

車椅子の視線が通る

南中高度78°

デイルームデイルームデイルームデイルーム

SSSSSSSS

SSSSSSSS寝ている視線は遮断

リニアな吹抜により　
１階ロビーの開放感　
と外来フロア、検査　
フロアを視覚的につ　
なぎます。

（5階平面図(西棟)　S=1/900）

ちばなクリニックとは空　
中歩廊で連結し主にがん　
関連検査・診療施設を集　
約配置します。

■■■■リーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタルリーズナブルホスピタル７７７７：：：：多様多様多様多様なななな居方居方居方居方とととと環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減をををを両立両立両立両立するするするする病棟計画病棟計画病棟計画病棟計画
・病棟全体を東西軸に沿った７つの帯として構成しています。
・さまざまなサイズのパブリックスペースを分散配置することにより入院している方々
　の多様な居方を実現します。
　　→デイルーム／ラウンジ／アルコーブ／２層単位のポケットパーク／個室テラス
　　→階段は休憩スペースとして複数の踊り場を用意しリハビリなどにも活用します
・吹抜などを利用した間接採光により窓からの日射負荷の軽減をはかるとともに、さま
　ざまな位置から光が入る見通しの良い病棟空間を構成します。
・南面には個室を配置し南側にテラスと水廻りを設け直接日射を回避します。

・壁と開口の工夫による見通し
　の良い空間構成をつくります
　　―７つの帯を構成する８枚
　　　の壁と開口のあり方を調
　　　整しています。
　　―立った視線/車椅子の視　
　　　線/寝ている視線などに配
　　　慮していきます。
　　―天井及び床近くまで開口
　　　を設け間接照明効果をね
　　　らっていきます。

HEPAHEPAHEPAHEPAフィルターフィルターフィルターフィルター HEPAHEPAHEPAHEPAフィルターフィルターフィルターフィルター

吸込吸込吸込吸込 吸込吸込吸込吸込

層流型層流型層流型層流型
高度清浄高度清浄高度清浄高度清浄
空気空気空気空気

手術台手術台手術台手術台

HEPAHEPAHEPAHEPAフィルターフィルターフィルターフィルター

汚染汚染汚染汚染 汚染汚染汚染汚染

■■■■手術室手術室手術室手術室のののの空調空調空調空調
・可変風量制御によるエネルギー
　消費削減
　　-ＨＥＰＡフィルタの圧力損
　　　失に追従
　　-非使用時の最小風量運転
・エアカーテン方式による循環風
　量の低減
・前室の室圧制御により感染患者
　用手術室へ容易に変更

■■■■エコホスピタルエコホスピタルエコホスピタルエコホスピタルのののの提案提案提案提案
・電気、ガスのベストミックスの熱源
　設備外気冷房
・屋根面を有効利用した雨水再利用
・井戸を灌水及び中水に有効利用
・屋上緑化による建物負荷の低減
・長い日照時間を活かした、自然採光
・太陽光発電・太陽熱利用
・風の通り道を構築

雨水利用雨水利用雨水利用雨水利用

氷蓄熱空調
屋上緑化屋上緑化屋上緑化屋上緑化

自然換気自然換気自然換気自然換気

風の道をつくり、自然換気を行う
エアコン散水

井水の屋上散水により熱負荷低減

雨水貯水槽

中水槽

災害時汚水層
高圧受電設備
電気室

上水槽

井水熱回収井水熱回収井水熱回収井水熱回収

井水利用
（給水利用、熱利用）

埋設オイルタンク 還元井戸

天空光

日射を抑制する庇

東屋一体型太陽電池
自然風と緑化の蒸散作用
による冷却効果

標準標準標準標準
    提案提案提案提案
建設時建設時建設時建設時

運営後運営後運営後運営後
追加低減追加低減追加低減追加低減

30637

22765

6446
17466

18882

14595

14077

30637

19920

15288
3425
17466

9981

30637

19066

13999
3425
17466

9981

消費削減量消費削減量消費削減量消費削減量

そのそのそのその他他他他（（（（医療器医療器医療器医療器
機機機機・・・・厨房厨房厨房厨房・・・・ＥＶ）ＥＶ）ＥＶ）ＥＶ）
照明照明照明照明・・・・コンセントコンセントコンセントコンセント

空調空調空調空調（（（（電気電気電気電気））））

空調空調空調空調（（（（ガスガスガスガス））））

給湯給湯給湯給湯（（（（ガスガスガスガス））））

上水上水上水上水
0

25000

50000

75000

100000
2143

（千円） エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー消費額消費額消費額消費額

■■■■災害時対応災害時対応災害時対応災害時対応
・非常用発電機及び地下埋設オイルタ
　ンクにより72時間の電力供給
・受水槽、中水槽、災害時汚水貯留設
　置
・ロビーに災害時用医療ガス設備、非
　常用電源

■■■■更新性更新性更新性更新性・・・・将来対応将来対応将来対応将来対応
・共用廊下天井部を設備主供給ルートとして将来
　の変更に柔軟に対応できるスペースおよび構造
　計画。将来更新を見込んだダクト・配管・電気
　シャフトおよび機械室計画。検査部など医療機
　器の更新に容易に対応する上げ床式採用放射線
　診断には空調負荷増に容易に対応出来るパッケ
　ージシステム採用。

各階延床面積
Ｂ１階　　： 612㎡
　１階　　：3952㎡
　２階　　：3705㎡
　３階　　：3705㎡
　４階　　：2573㎡
　５ー８階：2302㎡

延床面積　：24655㎡

■面積データ

1-4F-8F

A

受付会計外来案内

(様式2-2）

２２２２階平面図階平面図階平面図階平面図（（（（SSSS====1111////900900900900))))クリニッククリニッククリニッククリニックとととと連携連携連携連携するがんするがんするがんするがん関連施設集約関連施設集約関連施設集約関連施設集約　　　　 ３３３３階平面図階平面図階平面図階平面図（（（（SSSS====1111////900900900900))))手術部手術部手術部手術部ととととICUICUICUICU////HCUHCUHCUHCUををををワンフロアワンフロアワンフロアワンフロアにににに集約集約集約集約 ４４４４階平面図階平面図階平面図階平面図（（（（SSSS====1111////900900900900))))医局医局医局医局++++屋上庭園付屋上庭園付屋上庭園付屋上庭園付ききききリハビリリハビリリハビリリハビリ部門部門部門部門をををを整備整備整備整備

５５５５－－－－８８８８階平面図階平面図階平面図階平面図（（（（SSSS====1111////800800800800))))各階各階各階各階２２２２病棟病棟病棟病棟××××4444層層層層／／／／個室率個室率個室率個室率41414141....3333％（％（％（％（4444床室床室床室床室：：：：176176176176床床床床　　　　1111床室床室床室床室：：：：124124124124床床床床）／）／）／）／壁壁壁壁とととと開口開口開口開口によるによるによるによる見通見通見通見通しのしのしのしの良良良良いいいい安全安全安全安全なななな空間構成空間構成空間構成空間構成 エコホスピタルエコホスピタルエコホスピタルエコホスピタル・・・・災害時対応災害時対応災害時対応災害時対応・・・・更新性及更新性及更新性及更新性及びびびび将来対応将来対応将来対応将来対応


